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短 報

九州，玄界灘烏帽子島におけるカンムリウミスズメＳｙ"tﾉ別めoramp”sLUumjzusume

の繁殖地の再発見

永田尚志’・大長光純２

はじめに

カンムリウミスズメＳｙ凡娩jめorampﾉZ必suﾉumizus必ｍｅは日本近海の暖海域にだけ生息するウミ

スズメ科の小型の海鳥であり，1975年に種指定に天然記念物に指定されている．玄界灘では，筑前沖

ノ島属島の小屋島，柱島，大机島，小机島で繁殖することが報告されている（環境庁1975,1978，

北九州野鳥の会研究部1978，樋口1979)．しかし，小屋島では1987年の繁殖期に島に侵入したドブ

ネズミにより推定360羽のカンムリヴミスズメと410羽のヒメクロウミツバメＯｃｅａ凡odromamo凡o‐

rhisが殺され，両種の小屋島の繁殖個体群は大打撃を受けたと報告されている（武石1987，土肥・

武石1987)．福岡県によるドブネズミ駆除後に1988年から毎年小屋島で行なわれている継続調査の結

果，カンムリウミスズメの個体数は30羽程度，ヒメクロウミツバメの個体数は60羽程度と推定されて

いる（池田浩一私信)．大机島と小机島においては1970年以降，カンムリウミスズメの繁殖は確認さ

れておらず（環境庁1978)，ドブネズミが生息している現在では繁殖は不可能である（永田尚志未

発表)．黒田（1923）は唐津沖の烏帽子島において数１０羽のウミスズメＳα〃tiquusが繁殖している

ことを報告している．分布域から判断してカンムリウミスズメの可能性があり，減少しつつある玄界

灘のカンムリウミスズメとヒメクロウミツバメの保護を考えるには繁殖地の分布を把握することが必

要である．

このような状況の中で，烏帽子島における両種の繁殖状況の調査が計画された．本報では，烏帽子

島で確認された種の繁殖状況について報告する．烏帽子島は糸島半島と壱岐島の中間，東経129度５９

分，北緯33度40分に位置する周囲約800ｍ，海抜42ｍの小さな岩礁島で，島の中央に無人灯台がある

(図１，２)．植生は岩場にヒゲスゲ，ニオウヤブマオ，タイトゴメ，オニヤプソテツ，ソナレムグラ，

野生化したウチワサボテンなどの草本類がまばらに分布し，樹木は生えていない．調査は，カンムリ

ウミスズメの繁殖末期にあたる1990年４月21～22日と，ヒメクロウミツバメの繁殖前期にあたる１９９０

年７月21～22日の２回に分けて行なった．

結果

１．カンムリウミスズメの繁殖状況

灯台に登るためにつくられた道の石垣および灯台の礎の石垣の隙間にカンムリウミスズメが営巣し
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図１．調査地の位置．

Fig.１．ThelocationofEboshi-jimalsland．
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図２．烏|附子脇概観．南斜面ではＡ地区とＢ地区の石垣に･カンムリウミスズメが営巣．

Ｆｉｇ．２．Eboshi-jimalsland,showingthebreedingsitesAandB・

ているのを確認し，４月21日夜に６羽の成鳥を捕狸した．６羽の性別は不明で，各部の計測値は翼長

125.4±1.7ｍｍ，尾長37.3±2.6ｍｍ，職峰長28.4±1.3ｍｍ，ふ蹴長15.5±0.3ｍｍ（すべて平均±標

準偏差，Ｎ＝６)〆体重181.39（範囲：144～2039,Ｎ＝６）であった．４月22日に石垣の隙間を丹念

に調査した結果，１１巣を発見した．そのうち２巣では抱卵中であり，５巣で卵を，３巣で成,鳥の出入

りを確認し，残りのｌ巣ではふ化後の卵殻を確認した．一腹卵数は，卵の確認できた８巣のうち７巣

で２卵，１巣で１卵だった．７M22日の調査では，新たに，ふ化しなかった卵のある３巣が発見され，
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最終的には合計14巣が確認された．カンムリウミスズメの営巣していた石垣の面積は，登山道沿い南

面で55ｍ’（図２のＡ地区，およそ20ｍ×2.5ｍ)，灯台下北面35ｍ２，同南面2５，２（図２のＢ地区）の

合計115,2であった．Ａ地区の石垣の営巣密度は0.22巣/ｍ'であった．

２．その他の種の繁殖状況

烏帽子島ではヒメクロウミツバメの繁殖の痕跡および声は確認できず，本種は繁殖していないと判

断された．カンムリウミスズメが営巣した同じ石垣では，アマツバメApuspac坂cusも営巣した．

４月21～22日の調査時点では，まだ造巣中であり完成した巣の数は少なく，産卵された巣は確認され

なかった．巣は石垣の隙間の水平または少しくぼんだ岩上に，枯れ草や砂を粘液で固めて産座をつくっ

た簡単なものであった．７月21～22日の調査では，石垣に51巣が確認され，そのうち36巣で巣立ち直

前のヒナが確認された．ヒナが産座を離れて石垣の隙間に張りついていた巣を除き，ヒナの数を特定

できた15巣における一腹ヒナ数は1.4±0.49羽であった．Ａ地区の石垣での営巣密度は1.8巣/ｍ２であっ

た．巣立ち直後と思われる多くの幼烏も飛びまわっていたので，ヒナのいない巣はすでに巣立ったも

のだと考えられた，また，７月21日上陸時に巣立ちビナに給餌しているイソヒヨドリMOrztjcoZa

so雌arjusを確認した．

考察

黒田（1923）が報告した烏帽子島の繁殖個体群は，おそらくウミスズメでなくカンムリウミスズメ

であったと考えられる．カンムリウミスズメが烏帽子島の北側斜面に分布しているヒゲスゲ下の岩の

割れ目で繁殖している可能性は少なく，営巣場所は数か所の石垣に限られていると考えられる．営巣

可能な石垣の面積（約120,2）と日没直後および夜明け前の鳴き声から判断して，最大30つがい程度

のカンムリウミスズメが営巣しているものと推定される．今回の報告はカンムリウミスズメが石垣と

いう人工物を利用して繁殖したはじめての例であるが，樋口（1979）の整理した岩石の亀裂や石の隙

間を利用する営巣タイプにあてはまると考えられる．また，同じ石垣にアマツバメも営巣していたが，

アマツバメはカンムリウミスズメが入れない狭い隙間を利用しているのと，繁殖時期がずれているた

め，営巣場所をめぐる直接的な競争はないと考えられる．

ヒメクロウミツバメが繁殖していない原因として，アマツバメとの営巣場所をめぐって競争がある

可能性が考えられるが，断定はできない．烏帽子島のカンムリウミスズメは小屋島と異なり，石垣を

利用して営巣しているため，隙間をあけて石垣を積み営巣環境を整備すれば，繁殖個体数を増加させ

ることも可能であろう．

今回，玄界灘においてカンムリウミスズメの新繁殖地を再発見したことにより，玄界灘の個体群の

絶滅の危倶は少し減ったが，個体群崩壊前の繁殖個体数から考えて，小屋島が玄界灘のカンムリウミ

スズメの中心個体群であったのはまちがいない．最近，さかんになった釣りブームの影響で海鳥の聖

域に人が上陸することにより，繁殖地にドブネズミなどの捕食者が侵入する機会が増加し，第２，第

３の小屋島が出現する可能性は高い．繁殖地への上陸の規制など，なんらかの措置が必要であろう．
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RediscoveryofabreedingpopulationoftheJapaneseMurrelet

Sy〃”めoramjDhusuﾉumjz拠sumeonEboshi-jimalsland

intheSeaofGenkai，Kyushu

HisashiNagatalandJunOnagamitsu２

WerediscoveredabreedingpopulationofJapaneseMurreletsSbﾉ凡th"boramjDh叫sLuumj‐

zusumeonEboshi-jimalsland(33.40'Ｎ,129.59'E),whereKuroda（1923)haddescribedthe

presenceofabreedingpopulationofAncientMurreletSα"〃9ｕｕｓｉｎｔｈｅＳｅａｏｆＧｅｎｋａｉ・

Fourteennestswerefoundandclutcｈｅｓｗｅｒｅｃｏｍｐｌｅｔｅｄｉｎｅｉｇｈｔｏｆｔｈｅｎｅsts、Ｃｌｕｔｃｈｓｉｚｅ

ｗａｓｔｗｏｉｎｓｅｖｅｎｎｅｓｔｓａｎｄｏｎｅｉｎｔｈｅｏｔｈｅｒｎｅｓｔ・JapaneseMurreletslaideggsandincu‐

ｂａｔｅｄｉｎｔｈｅｇａｐｓｏｆanartificialstonewall、Thebreedingdensityofmurreletswａｓ０．２２

pairs/m2inthewall、Judgingfromthebreedingdensityandthetotalareaofavailable

walls,theestimatedpopulationsizewaslessthansixtybirdsthere・Eboshi-jimalsland

shouldberegisteredasthebreedingsiteofJapanesｅＭｕrreletsratherthanAncientMurr‐

elets、
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